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１．はじめに（15%） 









  この問題を検討するにあたって、～ 
 
３．調査/実験（20%） 





（※本文に組み込んでも良いが、調査概要は、箇条書きの方が読みやすい。）   
 
４．結果と考察（40%） 
  本調査によって、以下のような結果が得られた。 
 
５．まとめと今後の課題（10%） 
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コメントの追加 [s4]: 本文全体に対する分量の目安。 
コメントの追加 [s5]: 小節は、「1.1」「1-1」等で。 










ら 10～15 名程度、実験なら卒検の 1/4 程度の規模は
欲しいところ。質は同等。 
コメントの追加 [s11]: レポート（論文）のメイン部
分。出来るだけ分量を取る。研究の目的ごとに小節に
分けても良い。もっとも力を入れる。 
コメントの追加 [s12]: 図表には、必ずタイトルと通し
番号を入れること。 
コメントの追加 [s13]: 本稿での主張（結果と考察）を
簡潔にまとめ直す。 
コメントの追加 [s14]: 問題のない（課題が全て解決さ
れた）研究はない。必ず不備や追求が足りない部分が
ある。それを認める（客観視する）ことが良い研究の
条件。言い訳にならないことに注意する。 
